
石狩八幡小学校開校準備委員会

第 13 回会議

日 時 令和２年１月２２日（水） １８時３０分より

会 場 八幡コミュニティセンター 会議室

〔 会議次第 〕

委員長あいさつ

校歌について

新年度の学校行事等スケジュールについて

保護者説明会（1/31）について

その他
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作曲にあたっての思い（１年生が歌いやすいように）

【メロディ】

・子どもたちの発声音域を E4（ミ）～D5（レ）に限定した。

・メロディラインをできるだけ連続させ、音の開きを最高で３度に抑えた。

・歌詞の終わりが学校名となっているので、メロディラインが上昇していく

ようにし、最終音を C5（ド）にすることで、ルート音が C になり、曲全体

をハ長調とした。

・曲の始めには、覚えやすい基本のスリーコード（Ⅰ度・Ⅳ度・Ⅴ度）を、

曲のサビには、日本人の最も親しみやすい「カノン進行」を用いた。

【ピアノ伴奏】

・メロディの音が取りやすいよう、伴奏の中にメロディの音をできるだけ組

み込んだ。

・装飾の１６分音符の後にメロデイが取りやすいよう、隣接する音で終わ

るようにした。

・曲の最後は余韻が残るよう、倚音
い お ん

にした。

・全体的に、海・川・時の流れをイメージして編曲した。



石狩八幡小学校校歌について

１番 本町・八幡町の大きな特色は「歴史」です。石狩八幡小学校で学ぶ子どもたちに

は、まずこの歴史を意識してもらいたいと思います。

石狩川（アイヌ語でイシカラベツといいます）が石狩平野を悠々と流れてきて

海に注ぐこの地は、大昔から鮭が豊富に獲れて、アイヌ（アイヌ語で「人」という

意味です）の人たちが多数暮らしていました。そこにやはり鮭を目当てに和人が

入ってきて、だんだん人が増え、ついに市街地ができました。太古から絶え間なく

響く波の音とともに、この地の歴史がかたちづくられてきました。

そんな成り立ちで発展してきた石狩川の両岸から子どもたちがひとつの校舎に

集まり、新しい学校ができました。

2 番 2 番は、「いま」に焦点を当て、本町・八幡町の厳しい自然の姿と、石狩八幡小

学校が目指している子どもたちの姿を表現しています。

本町・八幡町の海岸沿いには柏の林が広がっています。柏は「石狩市の木」とさ

れていますが、ここの柏は、がっしりした幹と低い樹高で密集し、厳しい風雪に耐

えています。石狩八幡小学校で学ぶ子どもたちも、この柏のようにたくましくあ

って欲しい、そして堂々としっかりした夢や志を抱き、そこに向かってこの学び

舎で仲間とともに歩んでほしい、という願いを表しました。

「たくましい」「りりしい」「こころざし」は、石狩八幡小学校の教育目標からと

った言葉です。



３番 夕陽は、本町・八幡町を代表する美しい風景のひとつです。ハマナスの花のかな

たに沈む真っ赤な夕陽に向かい、明日もがんばろうと奮い立つ～石狩八幡小学校

の子どもたちのそんな情熱あふれる姿を「真紅（まくれない）」という色に託して

表現しました。

平和都市を宣言した石狩市の市民の一員として、子どもたちにも人類共通の崇

高な目標である「恒久平和」の実現を誓ってもらいたいと思います。そんな子ども

たちがそれぞれの未来を切りひらいていくフィールドとして、地域にひらかれた

この石狩八幡小学校を発展させていきたい、という未来を展望した決意と願いを

込めました。

※校歌と校章とで、石狩市の花（ハマナス）、木（カシワ）、鳥（カモメ）を表現しています。
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